
ン接種することによって、潜在の看護
師の中に、また現場でワクチン接種を
含めてやっていただける方もいるとい
うことになりますので、そういった接
種事業についても今後議論が必要だろ
うと考えています。
　齊藤　アメリカのバイデン大統領が
ワクチンをしなさい、すればもうマス
クはしなくていいですと演説をして、
話題になっていますが、ワクチンが行
き渡った後はどうなるのでしょうか。
　和田　ワクチン接種が進む中で、ワ
クチンを接種した人は何ができるよう
になるのかを丁寧にお伝えしなければ
いけないと考えています。すでに言わ
れているように、２回接種をして２週
間たつとある程度免疫を獲得すること
になるわけですが、高齢者からも、で
は孫に会っていいのかといった質問を
いただいています。中には、ワクチン
を打ったら旅行に行っていいのか、会
食をしていいのか、こういったことに
対して、周りの方の接種がまだ進んで
いないときに、どのような行動を呼び
かけていくのかが、まさに今議論にな
っている最中です。近くそういった想
定の質問に対して答えを出していく必
要があると考えていますが、ぜひとも

現場の医師を交えてその発信について
考えていかなければいけないと考えて
います。
　齊藤　楽観的なシナリオもある半面、
別なシナリオもあり得るということで
しょうか。
　和田　はい。ワクチン接種が進むこ
とによって感染が抑えられるとは考え
ていますが、一方である一定の期間、
例えば今年の終わりぐらいまでに、い
わゆる成人、そして最近では子ども、
特に高校生ぐらいの年代も含めての接
種があります。ワクチン接種が進む中
で、場合によっては逆に感染対策をや
ってくださらない方が出てしまう、む
しろそういった時期のほうが感染が広
がるのではないかといった危惧があり
ます。今、変異株が広がる中で、40～ 
59歳の方でも重症化のリスクが出てい
て、やはり引き続き感染対策をしっか
りとやっていただくようなコミュニケ
ーションも上手にしていかなければ、
これまで以上に感染が広がるといった
ワーストなシナリオも想定していると
ころです。
　齊藤　ありがとうございました。

 （2021年６月14日放送）

新型コロナウイルス感染症の最新情報と感染症対策の重要課題（Ⅱ）

国立感染症研究所感染症危機管理研究センター長
齋　藤　智　也

（聞き手　大西　真）

COVID-19の海外感染対策

　大西　この放送は2021年６月17日の
収録です。新型コロナウイルスの、特
に変異株が大きな問題になっています
ので、それを中心にうかがいたいと思
います。
　まず海外のいろいろな報告事例から、
変異株というのはいったいどういうも
のなのでしょうか。
　齋藤　ウイルスというのは常に遺伝
子変異を続けていて、性質がいろいろ
変わったものも出てきます。その中で、
感染しやすいものや増殖しやすいもの、
生き残っていくのに適した性質を持っ
たものが残ってくるのですが、この新
型コロナに関して、最近、非常に増殖
しやすい、感染しやすいものが出てき
て、それが問題になっています。
　国内でも幾つか違う型のものがこれ
までも流行してきていたのですが、
2020年12月にイギリスのある地域で患
者が急に増えてきた。ある変異株の割
合が急に増えてきたことから、これま
でよりずっと強い感染力を持つ株が出
てきたのではないかと世界の注目を集

めました。これは今、アルファ株と呼
ばれているもので、国内にもそれが入
ってきて、ほとんどがこれに置き換わ
っている状況になってきました。
　大西　どういった点が脅威になって
いるのでしょうか。
　齋藤　まずこの変異株は感染しやす
い、あるいは伝播しやすいという性質
があります。例えば１人の感染者から
今までより多くの人にうつるようにな
ったり、あるいは感染者の家族にうつ
す確率が非常に高くなったりしている。
そうすると、これまでよりずっと早く
感染者の数が増えていくことになりま
す。急に感染者が増えてきて、医療の
供給体制が追いつかなくなり、そして
最後はなかなか入院ができないといっ
た事態につながっていきます。そのほ
かにも、感染した際に重症化しやすく
なるとか、あるいはこれまでのワクチ
ンが効きにくくなる。そういった性質
の変化がある場合もあります。
　大西　感染力が上がる、伝播しやす
くなるというのは、具体的にはどうい
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要があります。ただ、そこで何か新し
いことをやらなければいけないかとい
うと、そうではありません。例えば従
来どおり、屋内や会話をするときにマ
スクをしっかりつける。それから手指
消毒、３密を避ける、これが基本であ
ることには変わりません。
　ただ、改めて３密とはどういう状況
なのかをよく考える必要があると思っ
ています。換気の悪い密閉された空間
を避ける。人との間の距離を取って密
接にならない。狭いところに多くの人
が集まるような密集を避けること。世
の中では、この３つが重ならないと感
染しないと誤解されているところもあ
るかと思うのですが、そうではなくて、
このうち１つの密があるだけでも感染
リスクが上がることを、皆さんに改め
て気をつけていただきたいと思ってい
ます。
　大西　これから五輪を控えていろい
ろ注意しなければいけない点があるか
と思いますが、そのあたりを教えてい
ただけますか。
　齋藤　ちょうど今、全国的に感染者
は減少傾向になっていて、沖縄を除い
て緊急事態宣言からまん延防止等重点
措置などに移行しようとしているとこ
ろです。ただ、人の流れ、外出してい
る人などの数が非常に増えてきており、
そういう状況では感染者がまた増えて
いく可能性があります。このような中
で、より感染しやすい、感染力が強い

とされるデルタ株が増えてくると、こ
れまでの経験よりも急速に感染者が増
えてくる可能性があります。そうする
と、重症者も急速に増えて、医療体制
を圧迫することがまた起きるかもしれ
ません。
　今、ワクチン接種もだいぶ進んでは
いますが、流行を止めるには、まだ十
分な接種率に達していません。まだま
だ大きな流行が起きれば重症者が出る
可能性があり、気をつけていく必要が
あります。
　大西　変異株がこれからますます増
えてきそうな状況ですが、日本全体で
どれくらいの方がワクチンを打つと、
いわゆる集団免疫のようなものが期待
できるのでしょうか。変異株の場合、
少したいへんなのかという気もするの
ですが。
　齋藤　このように感染力が増したも
のが出てくると、集団免疫には非常に
高いワクチンの接種率が必要になって
きます。７割が一つの目安になるかと
思うのですが、これは特に世代に偏り
なく、しっかりと達成していくことが
大事だと思っています。
　大西　少し話題を変えて、海外の対
策の例を教えてください。台湾、ニュ
ージーランド、スウェーデンなど、幾
つかのモデルがよく話題になりますが、
海外の対策例の特徴を教えていただけ
ますか。
　齋藤　日本はわりと特殊な対策の例

うことなのでしょうか。
　齋藤　どうしてこういうことが起き
ているのか、そのメカニズムについて、
一つはこの変異株のウイルスがヒトの
体に入ったときに、ウイルスが体の細
胞あるいは受容体となる部分へ結合す
る力が上がっている。そのため、少し
のウイルス量でも感染しやすくなって
いる。こういうことが起きていると考
えられています。
　大西　今、世界ではどのような変異
株がはやっているのでしょうか。
　齋藤　多種多様ですが、その中でも
大きく２つに分けて整理しています。
１つは懸念される変異株、もう一つが
注目すべき変異株という言い方をして
います。
　懸念される変異株というのは、性質
の変化が明らかに起こっているもの。
例えば、感染力が上がっている。免疫
や、今までのワクチンなどが効きにく
くなっている。そうしたことが明らか
にわかっているもの。
　注目すべき変異株というのは、まだ
性質の変化が起きているか、はっきり
していないけれども、そういう可能性
がある。注意して見ておくべきものと
いうことで名づけられています。
　国によってもいろいろ位置づけは違
いますが、世界的に懸念される変異株
として今位置づけられているものは４
つあります。１つは英国で初めて見つ
かったアルファ株、南アフリカで初め

て見つかったベータ株、ブラジルで初
めて見つかったガンマ株、そして最近
話題になっている、インドで初めて見
つかったデルタ株、この４つを特に注
意して世界でも見ています。
　日本は、現在アルファ株が主流です。
ところが、世界的にはインドで最初に
顕著に増えてきたデルタ株というのが
増えつつあることから警戒を強めてい
ます。イギリスではこれまでアルファ
株がほとんどだったのが、一気にこの
デルタ株が主流になってしまいました。
これまでのアルファ株よりもずっと感
染しやすくなっているため、今後日本
でも増えてくる可能性があります。
　大西　現在、日本ではワクチン接種
が急速に進められていますが、こうい
った変異株にはワクチンは実際どの程
度効くのでしょうか。
　齋藤　これも変異株の種類によって
様々ですが、その中にはこれまでのワ
クチンが効きにくくなっている、とわ
かっているものもあります。ただ、そ
れでも全く効かなくなっているわけで
はありませんし、そのようにワクチン
が効きにくくなる変異株というのは日
本では多くはありません。
　大西　そうしますと、感染対策は何
か変わる点、より強い対策が必要にな
るかと思うのですが、いかがでしょう
か。
　齋藤　おっしゃるとおり、これまで
よりも感染対策に注意を払っていく必
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要があります。ただ、そこで何か新し
いことをやらなければいけないかとい
うと、そうではありません。例えば従
来どおり、屋内や会話をするときにマ
スクをしっかりつける。それから手指
消毒、３密を避ける、これが基本であ
ることには変わりません。
　ただ、改めて３密とはどういう状況
なのかをよく考える必要があると思っ
ています。換気の悪い密閉された空間
を避ける。人との間の距離を取って密
接にならない。狭いところに多くの人
が集まるような密集を避けること。世
の中では、この３つが重ならないと感
染しないと誤解されているところもあ
るかと思うのですが、そうではなくて、
このうち１つの密があるだけでも感染
リスクが上がることを、皆さんに改め
て気をつけていただきたいと思ってい
ます。
　大西　これから五輪を控えていろい
ろ注意しなければいけない点があるか
と思いますが、そのあたりを教えてい
ただけますか。
　齋藤　ちょうど今、全国的に感染者
は減少傾向になっていて、沖縄を除い
て緊急事態宣言からまん延防止等重点
措置などに移行しようとしているとこ
ろです。ただ、人の流れ、外出してい
る人などの数が非常に増えてきており、
そういう状況では感染者がまた増えて
いく可能性があります。このような中
で、より感染しやすい、感染力が強い

とされるデルタ株が増えてくると、こ
れまでの経験よりも急速に感染者が増
えてくる可能性があります。そうする
と、重症者も急速に増えて、医療体制
を圧迫することがまた起きるかもしれ
ません。
　今、ワクチン接種もだいぶ進んでは
いますが、流行を止めるには、まだ十
分な接種率に達していません。まだま
だ大きな流行が起きれば重症者が出る
可能性があり、気をつけていく必要が
あります。
　大西　変異株がこれからますます増
えてきそうな状況ですが、日本全体で
どれくらいの方がワクチンを打つと、
いわゆる集団免疫のようなものが期待
できるのでしょうか。変異株の場合、
少したいへんなのかという気もするの
ですが。
　齋藤　このように感染力が増したも
のが出てくると、集団免疫には非常に
高いワクチンの接種率が必要になって
きます。７割が一つの目安になるかと
思うのですが、これは特に世代に偏り
なく、しっかりと達成していくことが
大事だと思っています。
　大西　少し話題を変えて、海外の対
策の例を教えてください。台湾、ニュ
ージーランド、スウェーデンなど、幾
つかのモデルがよく話題になりますが、
海外の対策例の特徴を教えていただけ
ますか。
　齋藤　日本はわりと特殊な対策の例

うことなのでしょうか。
　齋藤　どうしてこういうことが起き
ているのか、そのメカニズムについて、
一つはこの変異株のウイルスがヒトの
体に入ったときに、ウイルスが体の細
胞あるいは受容体となる部分へ結合す
る力が上がっている。そのため、少し
のウイルス量でも感染しやすくなって
いる。こういうことが起きていると考
えられています。
　大西　今、世界ではどのような変異
株がはやっているのでしょうか。
　齋藤　多種多様ですが、その中でも
大きく２つに分けて整理しています。
１つは懸念される変異株、もう一つが
注目すべき変異株という言い方をして
います。
　懸念される変異株というのは、性質
の変化が明らかに起こっているもの。
例えば、感染力が上がっている。免疫
や、今までのワクチンなどが効きにく
くなっている。そうしたことが明らか
にわかっているもの。
　注目すべき変異株というのは、まだ
性質の変化が起きているか、はっきり
していないけれども、そういう可能性
がある。注意して見ておくべきものと
いうことで名づけられています。
　国によってもいろいろ位置づけは違
いますが、世界的に懸念される変異株
として今位置づけられているものは４
つあります。１つは英国で初めて見つ
かったアルファ株、南アフリカで初め

て見つかったベータ株、ブラジルで初
めて見つかったガンマ株、そして最近
話題になっている、インドで初めて見
つかったデルタ株、この４つを特に注
意して世界でも見ています。
　日本は、現在アルファ株が主流です。
ところが、世界的にはインドで最初に
顕著に増えてきたデルタ株というのが
増えつつあることから警戒を強めてい
ます。イギリスではこれまでアルファ
株がほとんどだったのが、一気にこの
デルタ株が主流になってしまいました。
これまでのアルファ株よりもずっと感
染しやすくなっているため、今後日本
でも増えてくる可能性があります。
　大西　現在、日本ではワクチン接種
が急速に進められていますが、こうい
った変異株にはワクチンは実際どの程
度効くのでしょうか。
　齋藤　これも変異株の種類によって
様々ですが、その中にはこれまでのワ
クチンが効きにくくなっている、とわ
かっているものもあります。ただ、そ
れでも全く効かなくなっているわけで
はありませんし、そのようにワクチン
が効きにくくなる変異株というのは日
本では多くはありません。
　大西　そうしますと、感染対策は何
か変わる点、より強い対策が必要にな
るかと思うのですが、いかがでしょう
か。
　齋藤　おっしゃるとおり、これまで
よりも感染対策に注意を払っていく必

ドクターサロン66巻３月号（2 . 2022） （187）  5958 （186） ドクターサロン66巻３月号（2 . 2022）

2203_HONBUN.indd   59 2022/02/08   9:39



に入るかもしれません。強く呼びかけ
てはいますが、どちらかというと人々
の行動変容に依拠しているところが多
いと思います。一方、台湾やニュージ
ーランドはしっかりと国境で海外から
の感染者の流入をできるだけ防ぐ。あ
るいは、入ってからも継続してしっか
り待機期間を取るなどして、なるべく
国内に入れない。あるいは、その後の
接触者の追跡をしっかりやるといった
かたちで非常に少なくしていると思い
ます。
　大西　ヨーロッパ、特にスウェーデ
ンなどは少し特殊な対策を取っていた
ような気もするのですが、集団免疫、
自然免疫といいますか、それを狙って
いたのですか。
　齋藤　当時、そういった報道もあり
ましたが、それには相当な感染率、人
口の７割が感染するような状態まで持
っていかなければならず、それまでの
間にかなり重症者がたくさん出ること
になるので、痛みを伴う政策であった
だろうと思います。
　大西　東南アジア、ベトナムでは、
けっこう抑え込んでいたと思いますが、
最近になって急速にまた一部感染が出
ているように思います。そのあたりは
いかがですか。
　齋藤　変異株の影響もあると思いま
すが、それと一緒に対策の緩み、やは

り長期にわたって我慢していると、な
かなか行動の抑制であったり、感染対
策が難しくなってくる部分もあると思
います。そういうことも影響している
と思います。
　大西　日本も自粛の期間がけっこう
長かったので、少し皆さんが疲れてい
る面もあるのではないかと思いますが、
そのあたりは今後気をつけていかなけ
ればいけないですね。
　齋藤　人々が感染対策の重要なとこ
ろをより理解してやっていただくこと
が大事だと思います。
　大西　今後の日本の対策では、特に
どういう点が重要ですか。ワクチンを
とにかくスピードアップしてどんどん
接種するとか、ポイントはどのあたり
にあるとお考えですか。
　齋藤　これまでかなり国民の皆さん
の協力、接触機会を避けるなどで本当
に感染者も死者も少なく抑えてきたと
思います。最終ゴールではないのです
が、ワクチンをある一定数打つことが
まず当面の最大の目標になるので、と
にかくできるだけ早くたくさんの人に、
今のうちに打っていくのが大事なこと
だと思います。
　大西　どうもありがとうございまし
た。

 （2021年６月21日放送）

「ドクターサロン」および「杏林シンポジア」は、ラジオNIKKEIで放送
している医師向け番組「ドクターサロン」・「杏林シンポジア」の放送内容

を紙面にて紹介するコーナーです。ラジオ放送番組の「ドクターサロン」

は、全国の一般医師より、日常診療に関してよせられた質問に対して、 
「杏林シンポジア」は編集委員が選出したテーマに対して、各分野の専門

医がゲスト出演し、解説を行うものです。また番組で取り上げる質問や

解説ゲストについては、編集委員が医学的かつ科学的に公平な立場から、

決定しています。紹介内容には、ゲストの知識、経験、方針に基づく 
私見が含まれている場合があります。薬剤の使用にあたっては、各薬剤

の添付文書をご参照ください。

ドクターサロン編集委員　　

 葵会柏たなか病院糖尿病センター長　山内俊一

 防衛医科大学校教授　池脇克則

 順天堂大学教授　池田志斈

杏林シンポジア編集委員　　

 三越厚生事業財団顧問　中村治雄

 慶應義塾大学名誉教授　齊藤郁夫

 国際医療研究センター病院名誉院長　大西　真

 東京大学教授　南学正臣

杏林製薬株式会社は、作成に関する費用負担のみ関与しております。

本資材は医療関係者からの求めに応じて提供するものです。

ドクターサロン編集方針について
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